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§１．研究成果の概要 

 

哺乳類胚の発生休止、冬眠、種子休眠、潜伏がんなどの多細胞集団の活動休止現象は、生

物種を問わず幅広く見られる現象であり、その生物学的意義も実に多様である。従来の研究では、

活動休止現象はエネルギー源の枯渇や増殖シグナルの遮断による“結果”であると漠然と認識さ

れてきた。しかしながら代表者はマウス胚の発生休止の予備実験を通じて、多細胞集団が環境ス

トレスを克服するため、細胞-組織間相互作用の精緻なプログラムに基づいて、能動的に休止状

態に移行している可能性に気づいた。 

胎生の哺乳類の胚発生において、着床前胚は母体の環境や成熟度に応じて細胞周期と細胞

分化の停止を伴う発生休止(Embryonic Diapause)を起こすことで、出産時期の最適化を行ってい

る。例えば、野生のクマやシカ、カンガルーなどの着床前胚では、冬季や乾季などの育児に適さ

ない時期の出生を避けるために、母体の環境に応じて、自らの発生を積極的に休止することで数

ヶ月もの長期にわたって子宮内に浮遊し、着床時期を調節する。またヒトにおいても、数週間の発

生休止の可能性が示唆されており、初期流産との関連が指摘されている。 

しかしながら、胚がどのようなメカニズムを介して、細胞周期と細胞分化を停止するのかは依然

として不明なままである。そこで本研究では、哺乳類胚に共通する発生休止現象のメカニズムを

明らかにすることを目的とし、「哺乳類着床前胚はどのように休み、再活動するのか？」という問い

に答える。 

2021 年度では、上記の独自のアイデア、技術を基に、発生休止の解明に取り組んだ。その結

果、マウス胚の発生休止に特徴的な Wnt シグナルの受容などの変動を見出した。また、発生休

止胚の状態を調べるために、様々な蛍光レポーターマウスを作製しつつある。 


